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広島県立大門高等学校 第３学年  国語科 古典Ｂ 年間評価計画                                                                

                  

 

単
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

枕
草
子
「
二
月
つ
ご
も
り
こ
ろ
に
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三
国
志
「
乱
世
之
姦
雄
」 

三
国
志
「
左
右
莫
敢
近
者
」 

和
泉
式
部
日
記
「
夢
よ
り
も
」 

史
記
「
荊
軻
」 

大
鏡
「
最
後
の
除
目
」 

源
氏
物
語
「
萩
の
上
露
」 

問
題
演
習 

問
題
演
習 

   

古典で使われていることばや漢字の意

味，用法を理解できる能力 
○  ○ ○   ○ ◎ ◎ 

言葉の意味を古今異義，同義，類義として整理し。

文法・句法を理解できる。 

文脈に即して，語彙の意味や文法的用法を適切にとら

え，それを手がかりとして正確に文章を解釈できる。 

既習の古語や文法を用い，現代語で表した自

己の感情を，古語の詩歌などで表現できる。 

文章の叙述に即して構成，展開を理解

し，内容や要旨を的確に把握する力 
○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

文章の段落構成や展開を把握することができる。 文脈を理解し，文の構造から，省略を補って読むこと

ができる 

結論に至る筆者の思考過程を読み取り，主題

や執筆意図を理解できる。 

登場人物の言動や描写から，その心情

や考えを読み取る力 
◎ ○  ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 

歴史的，文化的な背景の知識に基づいて言動や心

情を理解することができる。 

付属語の文法的意味を読解に生かしながら，行間にあ

る考え，心情を読み取ることができる。 

詩歌などの韻文を詞書きや前後の文脈から

状況や心情を踏まえて鑑賞できる。 

人間，社会，自然に対する書き手の思

想や感情を的確に捉える力 
○ ◎ ◎  ○ ◎  ○ ○ 

人間関係や社会的背景を踏まえて，書き手の考え

や心情を理解できる。 

書き手の考えや感じ方を共感的に，もしくは批判的に

読むことができる。 

自分の身近にある人や社会，自然を自分なり

に分析して論じることができる。 

古人のものの見方，感じ方，考え方を

理解し，自己の思考力，判断力，感性

を培う能力 

   ◎  ○    

文章に即して筆者の考え方や思想を理解するこ

とができる。 

書き手の価値観や登場人物の生き方と自己の価値観と

の違いについて考え，自己の意見をまとめることがで

きる。 

現代の問題を，書き手や登場人物の立場で考

察することができる。 

古典の内容や表現の特色を理解し，作

品の価値を認識する力 
   ○ ○  ○   

文体の特徴や修辞法など表現の特色が理解でき

る。 

巧みな描写や繊細な表現，リズムにより思想や感情が

どう表現されているか理解できる。 

歴史の中で読み継がれた普遍的価値に気付

き，現代での意味を考えることができる。 

古典を通して日本の文化の特質と中国

文化との関係について理解する力 
○ ○ ○  ◎     

書き手や作品の個性や価値が理解できる。 思想史や故事成語の成立過程を理解し，両文化の関連

性や相違に気づくことができる。 

中国と日本の文化の両面から，我が国の伝統

的言語文化の奥深さや価値を尊重できる。 

主な学習活動 

 

発表 発表 討議 発表 討議 発表 発表 演習 演習  

 

意欲・態度，価値観・倫理観 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

自己を取り巻く世界の諸課題に挑戦するための学

ぶ目的の理解や学び方を習得する能力。 

「何のために」「最終的にどうなるのか」を考えて学ぶ

ことができる。 

「どうやったら身に付くのか」を考えて，学ぶ方法を試行

錯誤し，自分なりのやり方を身に付けることができる。 

自分の「できること」「意味あること」「やりたいこと」をもとに，自分

と社会との関係を考え，キャリア形成を生涯にわたり主体的にできる。 

論理的思考力，表現力，及び他者を理解して協働す

る力。 

自己の個性や適性を理解し自らの思考や感情をコント

ロールできる。 

問題を発見・解決したり，多様な人々と考えを伝え合って

合意形成を図ったり自己の考えを深めたりできる。 

自らの役割を果たしつつ，多様な人々と協働しながらよりよい人生や社

会を築くことができる。 

部分と全体のつながりを理解する力，及び結論に至

る過程を表現する力。 

今学んでいることが，全体の中でどの位置づけなのか

理解できる。 

部分的な知識を分類したり統合したりして，考えたり行動

したりして，問題解決に導くことができる。 

「なぜそう思うのか，考えるのか」を他者に説明し，他者の「なぜそう

思うのか，考えるのか」が分かり，相互理解を深めることができる。 
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